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｢柔術」「九州の学生とともに」等を収載したOutoftheEast(1895）
｢停車場で」を含むKokoro(1896）
｢橋の上」を収載するJapaneseMiscellany(1901）
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作品となっています。この舞台はハーンの家です
が、鶴屋百貨店の裏にある小泉八雲旧居跡をぜひ
訪ねられたらいかがでしょう。
実際にあった殺人事件の新聞記事を参考にして
ハーンが再構成した作品|｢停車場でｊの舞台は池
田駅（現・上熊本駅）です。熊本で殺人を犯した
凶悪犯が福岡で捕まり、警部によって熊本に護送
されてきたとき、この犯人は自ら殺した警官の未
亡人と子供を前にして罪の意識に駆られ、特にそ
の子供に向かってはあられもなく詫びます。その
砕かれた姿を見て護送してきた警部や見物人が涙
を流す場面がクライマックスですが、この`情景の
中にある日本人の心情の機微をハーンは一瞬の絶
妙なタッチで描写しています。名作「夏の日の夢』
はハーンが明治26年７月に長崎に旅をし、熊本に
帰るときの物語です。三角港の宿屋「浦島屋」か
ら宇土半島を人力車で旅する時に見た風景描写の
美しさが印象的です。浦島屋で出会ったうつくし
い女将の印象につなげてハーンはここで西洋人の
目からみた「浦島太郎」の物語に再解釈を与えて
います。中に長浜（神社）でみた小さな泉の浦い
ている所を舞台にした「若返りの泉（清水)」の
話しや宇土の雨乞い太鼓の「ドーン、ドーン」とい
う音が全体作品を引き締まったものにしています。
もう一つ、ハーンには熊本を舞台に明治10年に
勃発した西南戦争を背景にしてできた佳品|｢橋の
上』があります。恐らく長六橋での出来事と思わ
れますが、薩摩の兵士三人が町中から馬で駈けて
くる官軍の兵士を雨中闇討ちにする壮絶な現場に
遭遇し、命をからくも助けて貰った車屋平七が、
二十三年後、この橋を人力車で通る時に、回想し
て客であるハーンにしみじみと当時のことを語っ
て聞かせるという物語です。
他にもまだありますが、少しばかり熊本を舞台
にしたハーン作品について触れてきました。いず
れも印象深く作品としても優れたものです。日本
文化の解釈者であり、英語による欧米への紹介者
であったハーンの仕事が今日新しく、ますます見
直されてきています。この文豪の生活と創作の舞
台のひとつがここ熊本であったことを誇りをもっ
て今一度思い起こしてみてはいかがでしょうか。
（にしかわもりお教育学部教授）
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*八雲文庫、ラフカディオ・ハーン・コレク
ションは、中央館の貴重書庫に別置してい
ます。ご覧になりたい方は、カウンターに
てご相談ください。
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